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論 文 内 容 の 要 旨
この論文は汎用電力応用設備に対 して, 技術的な内容を経済性よりみて考察 し, その内容の評価法, 逮
用性とその改善策, 総合的な選択法など, 経済的な設備計画法に関する諸問題を研究 したもので, 緒論,
4章31節, 結論と附録からなっている｡




電力変圧器, 誘導電圧調整器, 負荷時電圧調整器付変圧器, 進相用コンデンサ, リアクタ, 開閉遮断器,
自励交流発電機, 同期電動機, 誘導電動機, 直流機, 往復圧縮機とその附帯機器, 通送風機, ポンプその
他をあげている｡
それらの機器のほとんどについて, 技術的な内容と重さの関係を関数で衰 している｡ これらの関数即ち
特性式は, ほとんどの場合, 同じ形をとっているので, この形を以って, 一般に通じる基準形, 或いは標
準形となしうるとしている｡ 更に, 特性式の中に含まれている機器独自の要素は, これを消去 して, 応用
条件或いは設備条件に置き換えている｡ 置き換えうる条件は, 容量, 出力, 起動 トルク, 通風量, 揚水
量, 気圧, 風圧, 揚程, 電圧階級, 周波数, 相数, 力率, 効率, 連続或いは短時間定格, 回転数極数, 保




叉, 各機器の特性値の大小よりその機器の適用性を判定 し, 要すれば適用性の改善策を示唆している｡
設備においては, おおむね設備のなすべき最終仕事を変数として, 一元的な特性式を設定 しうることを
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示 している｡ 次いで, 特性式の基本的な応用法を例示 している｡
第 2 章では, 設備計画の立場からみた効率の性質と実際 につ き述べ ている｡ これは 3 節より成ってい
る｡
総論では, 設備計画よりみて効率に関し留意すべき諸点をあげている｡ 各論では, 各電力応用機器と一
般用の機械それぞれにつき, 応用上よりみた効率の性質, 最高効率の実際値, 任意負荷における効率値と
補機損失を体系的に述べている｡
第 3葦では, 利用率なる新 しい概念を用いて, 設備の負荷率と投資損の関係を研究 したもので, 2 節よ
り成っている｡
まず上記の特性式と負荷率より利用率の概念を導出し, これを用いて, 容量の余裕のとり方, 容量の標
準値のありかた, 或いは負荷の変動や制御の幅などの諸事項と, 利用率の関係を理論的に検討 している｡
叉, 各業種の多数の工場の調査結果より, 実際の設備の利用率を算出し, 更に, 何れに対 しても利用率改
善の方途を示唆 している｡ 又, 経費損よりみた負荷率と効率の協調を理論的に求めている｡
第4葦はこの論文の中で最 も重点がおかれている章で, 代表的な諸設備とそこに含まれている多くの電
力応用上の問題を提示 して, それらの設備費経済化に関する研究を行なっている｡ これは9節より成って
いる｡ 研究の対象に選んでいる設備は, 各業種の工場で広 く用いられ, 経済的に重要なものである｡ そし
てそれぞれについて次記の研究結果を得ている｡
電力変圧器については, 任意の設備条件に対 し必要となる変圧器費の評価式を求め, これを応用 して,
電動機群の同時或いは順次起動による所要変圧器費の差, 負荷群の力率改善による変圧器費の節約高, 育
数分割や単相変圧器の採用により生じる不経済性などを検討 している｡ 次に電圧調整設備については, 荏
意の応用条件に対する所要電圧調整費の評価式を求めている｡ 又, 同じ設備投資の下で, 電源変圧器のみ
を用いて得られる電圧変動率を求めている｡
次に, 各種の電動機起動法については, 負荷群中の任意の 1台の電動機を起動するとき, 採用すべき起
動法を選定するための判定式を与えている｡ 更に, 各種の設備条件を想定 して, それぞれの場合における
各起動法の適用範囲を算定 している｡
次に, 誘導電動機設備と同期電動機設備については, 各構成費目の一般的な特性表示法を示 している｡
その中で, 力率改善費はこれを誘動機費の中に含めて表 しうること, その経費負担率はごく低いことなど
の性質を明らかにしている｡ 叉, 励磁設備費も一応同期機費の中に含めて表 しうること, 並びに経費負担
率の傾向などを述べている｡
次に, 往復圧縮機設備については, 特に容量の大きい設備を除いて, 同期機より誘導機を用いる方がか
なり有利なこと, 又, 吐出量の大小にかかわらず, 圧縮機の高速化は設備費節約のために最 も有力な手段
の一つなることなどを明らかにしている｡ 叉, 工場向圧縮空気遮断器の経済化について論 じ, 遮断用気圧
や運転性に対する要求を実用的なものにすれば, 設備費が格段に節約されることを示 している｡
次に, 通風設備については, 設備費の特性式を示 し, これより, 通風設備には大容量化やある程度以上
の風損の低減は, 必ず しも経済的に有利にならないという性質があることを見出している｡ 叉, フアンの
効率とこれを用いる設備の負荷率に関連 してフアンを選定するための判定式を与えているO 又, フアンの
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経済的な連結法を選定するための判定式を与え, 主な塩合に対する好ま しい連結法を示 しているD
次に, ポンプ設備については, まず実用的な応用範囲を定め, 次いで, 用いる電気設備費の簡単な評価
法を与えている｡ 又, 小容量設備における負荷率と効率によるポンプの選定法を与えている｡
次に, ターボ圧縮機を用いた冷房設備については, まず関係機器の特性式を設定 し, 次いで, 冷房容量
に関する適用性の例を述べている｡ 次に普通のビル用の冷房設備に対 しては, 標準の電気設備を以ってこ
れを構成すべきこと, 保守は定期保守方式によるべきことなどを説いている｡ 又, 機械側と電気側の協調
の点から, 圧縮機過容量使用の適当な限度を定め, 又, 利用率の点より, 圧縮機の容量の適当な種類数を
考察 している｡ 叉, 一段圧縮機の適用性を論 じ, 専用或いは軽負荷用と して用 うべ きことを指摘 してい
る｡
次に, 電気集塵設備については, まず理論的な特性式を設定 し, 空気清浄用に対 しては特性値を, 工業
用のものに対 しては重さの実例を示 し, 合理化の方法を示唆 している｡ 又, 過飽和 リアク トルによる定電




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
汎用電力応用設備は各業種の工場で多く用いられるので, 経済的に重要である｡ 従ってこの分野では,
技術と経済性を総合 した立場からの研究が必要であるが, この種の研究は現在かなり遅れている｡ この論
文は汎用電力応用設備に対 して, 技術的な内容を経済的に考察 し, 内容の評価法, 適用性と, 更にその改
善策, 総合的な選択法など, 経済的な設備計画法に関する諸問題を研究 したもので, これまで類の少ない
新 しい研究である｡
第 1章では, 機器の重さをパ ラメータとして機器の技術的な内容と機器費の関係を表わす方法を研究 し
ている. そして主な機器のほとんど総てについて, 両者の関係を各機器に共通する一つの関数で表わ し,
更にこの関数即ち特性式を機器や設備の応用条件で表わ している｡ そ して各機器の示す特性値よりその適
用性を判定 し, 更にその改善策を示唆 している｡ 更にこれを経済的な設備計画法を研究するときの手段 と
して用いうることを明らかにしている｡
第 2章では, 設備計画の立場からみた諸機器の効率を体系的に述べている｡
第 3章では, 利用率なる新 しい概念を提案 し, これを用いて, 設備の負荷率と投資損の関係を研究 して
いる｡ 利用率は設備の負荷率と各機器の特性式より求められている｡ そ して代表的な諸問題に対 し, 理論
的ならびに実際上の利用率を計算 し, それぞれに対する利用率の改善策を示唆 している｡
第 4章はこの論文の中で最 も重点がおかれた章で, 代表的な設備とその中に含まれている多数の電力応
用問題をとりあげて, 設備費経済化に関する研究を行なっている｡ 設備としてほ一般工場における受変電
設備, 竃動力応用設備, その負荷である機械設備その他より代表的なものを選んでいる｡ 多数の問題に対
しそれぞれの結論が得 られているが, これらの研究結果は次の点で重要な意義をもっている｡ 即ちその一
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は, 各設備費を表しうる特性式を新たに設定 していること, その二は, これより設備や応用法の適用性を
判定 していること, 更にその改善策を示唆 していること, その三は, 各応用法の採否を決めるための判定
式を与えていること, その四は, 一般的な用法を定めて, その条件の下で判定式を解き, 各応用法選定の
基準を与えていること, その五は, 以上を通じて電気設備と機械設備とに同じ比重をおいて研究 している
ことなどである｡
以上要するに, この論文は汎用電力応用法の研究において, 経済的な研究を進めるために新 しい基礎的
な手段を新設 し, これを用いて, 経済的な設備計画上有益な多くの結論を得ている｡ 学術上にも工業上に
も寄与するところが少なくない｡ よって本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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